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寺猥 光孝 (猥書鐘情報大学)

壁三塗a10f Libr弧二重i,1饉ェ 講上で標記の特集号が組まれたのは,親仏家の 2

人の編集委員 経,V.ジ ヤクソンと3.プ ランクリンが,10な1年 ,偶々パ リで選逓 した

という経熱 :こ よる。アランスの図書館学うこついて議り合ううち,ア ランス騒書館清

報学の現況に開する基本的な英語文献かなされことに講が及んだというのが特集を組

む |こ 至った経緯のようであるo

アランスの図書館事情につけて英語文献が全 くなiい訳では勿論ないし,学性論文

等でフランスを扱う例も最見せられる。 し́かし全体としてみれば文献総数も少ifく

扱う人も小数漁である。アランスの図書館翼ば,そ の歴史的蓄積で :ま 喜を見張らす

ものを持っても`る。現状にす くなからず遅れがあるとしてもボンピ
「

一 セ`ンター

仰公共溝議図書館 (3PI)の よう意こ斬新な試みもみられ発.資料勢供存対策や図書鐘

の機織化とを`った共通舎課題も少なくなひ.比較糠書館学命親点に立てば興味をそ

そる事象が少なくないに蓬し`なもヽが,そ こには麗離がみられる。図書館儀最史的諄

成さこは睡然たる格違があるが,それ以上の肌合の進いがあるということであろうか。

ともあれ, アランスの図書館事情を一望のもとに展望する基本鱗な英語文献がな

いときヽうところから本誌録時集号は出発しても`るo そ藝意味で :よ時宣を得た全諏

であり,画期的な轟来事である.駿史的視点を識まえ;警千e将来ヘイЭ震望をも示

しつつ英語圏勢国民韓ブランA置書鐘○嚢帆を軸議う
・
幕。これがこ母警鷺号鉾編集

方針である。議筆者はいずれもフランスの専F電家である。本誌を読む人には諄 `せ よ

して現汎が伝わって くる。こ鍮盤いは成功していると言えよう。しかし,そ ■ゆえ

にまた同時に等ξ約をも負わされている。この特集がもともと語介的なものであり,

執筆者がすべてアチンス人であるた率,講驚力まここ豪裁 判的論調とか論争約或いは

1禽究織な内容を難1寺 ≧・ても拘 :まずれに終わる。あくまで尊′、螂として競む必要があ

I..と は1ヽ え,われわれ壼本人の講者‡ことってれ鑽 鏃するところがす くなくな年`寺

われわ粋′もまた,基本的ほは英語国毒議者と羅隷な事情 :こ あるか暴である。

菫真ξl:蔦趙轟亀:1



本特集は (一 )J.ルテーす
｀
「頭上覆書機上,(■)3.｀ 丁り l゙蹴 学選書館」,(二 )

N.リ ヒテル 陽 共図書館JJ(四 )」 .ア ッサンfフ ォルデ 嘩 絞図書鐘タ リソース '

センター傘襲爾]194鐸以降」,(五 )嬌.ム ロー 聯 学技麗 ドキュメンテーション」

(六 )H。 ショウヴアンク 咽 書館の機械化J,(七)A.レ リティI.及びJ.セ ッケル「図書

館資料の機説」,(八)勇 .メ ルラン「図書館員及び ドキュメンタリス トの教育」 ,

(九)理,デ ァニユニウルバン「専F彎文献の書誌ノー ト」鍛 9つの論文から構成され
‐
ごうヽ

る。ここですべてを紹介することはできないので,い くつかを取り上げ籐単に紹介

すること:こ したい。

(一)∫ .ル テー‐ヴ 曜 立図書饉」(以下文幸ではB要 と略示する)が巻頭に置かれて

キヽるが,そ緻所

'1は

なんと言ってもアランス図書鐘界にあってBNの存在が極めて大き

をヽからである。歴史と嚢状,組器 機構,機本と「プラン
'.書

誌」,受入と寄機,甕

録と斑輝:保存●問題,各資料形態割の各部局母概要など,万遍なく開の全体が取り

上げられているが,現横のアウ トラインの織介が主眠であ讐,めばし′い内容 :ま二)な みヽ.

それ′でも近年参種々のそンター‐0地方分畿 iヒ や現馬蜆議,探婁]な檬存分問題などti}閥

題点ぅまた職員数,予算簸,堰用者数などの新しい数値デーータなどを知巻ことん■でき

る。本年1月 3幸 通付で襲
=誘

闇紙上で報 じられているようなBNの危機の深Й導さtl, こ

こで :ま影をおとこ′てL｀ るようにはみえない。整かに,こ 錯翼書館壽機械化0選れに言

及 こダているも勢の(3H勢職織化鍛現状は(古)で もふれられている)Jそ 1・与も198簿完

成予定め新麓とあいまって,警ましく華L道きこ難ろとの見通こノが隷られてむヽる。

(七)i.レ リテイエ及び」.セ ッケ′縄′「図書館資料の議議」は, プランス毒理書館が

どのような蔵書を持ち(蔵書構成史も含む),ま たそれらの議書を饗索す場をこ1ま ど三Dよ

うliッ ールがみるかを3N,強`典図書餓,大学図書鐘等につき丹念に裁述してしヽギ魂
・
益

である。この論文も3Ne資料の解説から論め・■・・ る舎で, 論文 (~)骨補足ともな

ってしヽる。3H録 ところ
‐
象ま醐 毎皐こ釜:駿饗録を記述 してもヽるが, 機 的なも,シ |ま万《

として特殊文庫勢目録などに示唆されるところが多い。これらな■秘Nの持つ藤書の奥奪

さを教えてくれる。講者 |まられから姦こ/て もヽる販売日録を参照しながら譲むと梗希]・であ

ろう。

ブランスの金共憑書餓はアチンス人革命ξこ鎌を発す拳没鎖図書曇収蓮という鰹費誇

起漂からこ/て も,1搬紀以来の学者や愛書家達毒寄贈で議書講重をしてきた歴史から

も,学樹公共図書館ιい う`特殊な性格を撻 .)て よ彙。これら奪地方夕職 共饗書銭券饉



書内容を知るのは困難である。写本に関しては幸い「 プランス公共図書館緩騒録 J

がぁるが,古書は,1974年BNに設けられた古書・貴重書センター (今選で :ま残念な

がら活動 していない)の 1975-71の調数 は1800年以前の所謂古書がプランス全主

に約 1千万点近 くあり,そ の内約370万 点が238参市 (町村)立図書館に分散され

てけると勢事であるが, これらの内容は,二 。二の例外を除き発どそ分向審を鶴ろ

ことができない。一般図書では19世紀にはプリユネの分類体系に基 く目録が出され

ているが,2職紀以降は目録の出競が大幅に遅れていると言っている。

大学,高等教育 。研究機関図書館 :ま雑誌や外国図書の議書に特色がある。まヒ米の

輸会議録 (NUC)のようなものがフランスにはないが)外国図書に関 しては 醜 画国

警総合目録」がBNなこ豫一 ド翌式である。多 くを一々紹介できなιちが, こr/_‐ 2・ 論文から

はアランスの重要な総覧,霧録,書講の存在と機要を知ることができる。

(三)H。 リヒテル 詠 共図書麓二は,本論特聾号の中で最も畠色の力作である。著

者は「プランス図書館報卸」篠B「)で近年権力崚ほ民衆麗書鱚毒麗史新費を発表し

続けてし`て邦訳も二・三ある。この論文では公共曝書館命懸動総体を指すアランス

独特券公読書勢畿念を前半蓄Бであとづ :夕 〕後半癖では今国の公共図書館を機観 して

る。前半部で著者 :ま 19世紀末から20世紀初叢にかけての時鶴を公講書器震麗期,現

代癬図書館運酸 静ヽ転換擬と位置づけ,去読書概念革こ至ま
‐
で尋懸史と嚢爾彎:彙 理史

を量鏑 している。少 し詳 しく紹介しよう。

著者 :■丸ず,晨読書織全に至る大きなながれを 4つ晏こまとめている。 (1)18世紀

後難↓こ現れた書蒙主義思想を背景ことした博愛鋳)悪善鋳な霊衆読書活動。こ参攣動

:ま 上層階級による民衆織毅化鏡策でふり1革轟接亀基本的視点は変わご■いな年`c

尋ヽ議類の設書 :ま鱗上され,良書の議書を霧的とするo(2)薇 (爾I村)立図書館の国

民文化遺蓬の標存逓動o~般大飛,労働者を響ま鯨する綾向にある。 (3)プルジ書ア

ジーの読書職動。小燕霊までの広がり:ま持つが,~般大飛にまでは手蠣 かな与L。

霧台は貸革難が中心,議書素材は増ヽ議類が中心。 (4)労働者自身母講書運動゛勢轟

者階級のエリー トが舞導為自己教育運動.1懲48年鉾二月革命でたか雲り,1傘64年の

第一インターで確認され轟が,労働議会韓実際に図書館紳 まれ,る 保は1拿84年以後

である。

以上の 4つ舎流れ母亀二鍮)ま た微視擁な動き鍛なかで公読書倦織念の芽生を見

ょうとするのが著者の立場である。この 4つの流れゆ中で形成されてきた (1)学術

公共菫書鱚,(2)悪善的な勢艤者図書館,(3)学絞図書館 (1聡62年議降),(4)労働

者套身の図書饉,(5)中流階級総ブルジヨずの図書館とも`う粋組みは1簿縫粛,藩



業革命を経通 し11社会議通誕適応できず跛産する。滝確り枠組み毒変書と大量ル登場 if

題史的転換期となる。オ トしやラフォンテーメ分 ドキュメンテーション■)提唱 :ま 蔵者

に呼応し, ウジエース・モ″ルの国書誌毒湾諄批判は後者に対応する。そ
'■

・:こ it表

される英米系の公共図書館理念の導′∴、は第一次大戦後アメリカメ、のアテンス図書館ヘ

争震場によって,特 :こ アメリカメ、ど〕甕書館員教育を達 して実驚こはか―,て いく,■鼻1

書の概念は民間 レベルから次第に政府 レベルと緩透 し,第二次九撃換政府による強力

な公読書運動が展開される。著者の歴史的素類をさらに要約するとこ命よう:こ なる。

著者 リヒテル tま歴史的素購に続いて,今日の公共図書鐘の姿を鋳いてもヽるが, こ命

場合1958年 9_l春鍛危機,所謂五月革命を起点にと′て提えているが, これば車見である。

五月革命は現代社会の特徴である大策社会とそれまでの鶴綺制度との季議を象徴する

事件であった。歴史的転換点をしての意味は予想以上に大きいと,筆者には思えるか

らである。 リヒナルは今日の公共図書館を(1)国の後統施設,(2)l畿方公共団体の去

的施設 (貸畠申央図書鑢も, こ鍮枠組みでかんがえられてわるがっ国の主導で始まっ

たこ勢図書館矯動も,現在は地方公共轟体の移管が計画中である),(3)私立の図書

縮 1/ス テム(濤 トリック界主導の労働者図書館舎動き),(4)企業図書鐘,O墓 つめ粋

難みで考察してそれるo

(3輝 ,メ ルテン「観書館量及び ド1・ ユメンタリス トの教育」で糠,ま ず図書誌鉾

専門教育はただ撃こI最近d}被法券修得だけ:こ ある霧でなく,専 F尋職業ここどのよう11社

会鈎需要があるかと命繭いに対する社会の解答でもある勢だと進べてい碁。賞筆,デ

,ン スの図書鐘学校教育は本格的うこは国立高等図書館学瓢 EXS3)等 1963薦4年縁闘学

から始ま為のであ等,2泰彙t等の睡史を持っているうこすぎない.撞国縛比べ遅れた票慶

としてメルランは,(1)大学教育勢在りかた,(2)図書館側の需要愛)二点を挙げてい

る。確かうこ,18カ1辱意:設鏡)古文書学技は多 く考畿秀な図書議員を生み出して :ま きたが}

もともと文書や古書 :こ締通する専門家蓑成命場で轟り,図書鐘議員の姜成 `調機の場

ではない。図書鐘器貌実が,今 日的な裁業教育を必要としでこなかっためで募碁ci撃

T9年 .図書館員器資格制度がまず大学図書館で現れ,次 i｀ で1傘97麟彗年 :こ幕 (町 :I)

立理書懺 :こ 拡大される。しかし,学校そめも勢はこ分理まだない。苺調教育轟論動は

2参世紀に入ってからであり,1935年 アランス図書館員協会の会長各.ア ンザブ`がパリj)

カ トリック学眺れ1意i設 し・たのが最靭勢正競φ学校であ場。国 レベルで本格的な図書館

学教育が考えられる他はJ第二次A戦後になってからである。

本論文は10辞年撃降鍛職業教育命現状勢福分が中心であむ,裁溝 レベルで約EIS曇 器

専F電職農教育と技術職霊教育"地方の地域センターでの図書餞員資警籠格護 (CttF勢 裁



育,専門図書館や ドキユメン 'セ ンターの ドキユメンタリスト鍮教育について論じ,

さらに教育内容,教育期間等も論 じている。

最後に(九)M.ヴ ァニエ=ウ ルバン 博 門文献の書誌ノー ト」は,ア ランス図書

館界のすでに廃Tllと なった過去の雑誌をも含め,主要な雑誌を解題し,単行書の一

覧リス トも挙げている。

(二)大学騒書館論,(国)学校図書館論3(五)ドキユメン・センター諭,(六}圏書

鐘の機械化論は, ここでは取り上げなかった。 (国)～ (六)は筆者に予備難議が

ないからであり,(二)は独立して取り上げられてよし`論題だと思われたからである。

全体として糧い紹介に終わったが,読者は本特集号を導入部とし卜さらに麟注等の

文献を読み進まれるなら,フ ランスの図書館理解は一層確実なも勢となるであろう。

侵 瑾 耀雛59年 9月 15藝 )

*ニ ュ ース・レターに掲載する図書館史ここつを`ての短い票稿を募集しています

内容    1)単 行書の書詳

2.資料籟分

3.海外文献舎羅介や譲評

4.論文の紹介や論評 など

霧場轟難   1,改  数  馨購彗き麗議轟薄畿12穣びユ薩

食。 選イ]先  纏畿女学畷大学 (事務局)

3.原則として,選手
=さ

れた顆稿は,次機のニユース・レター

に提戦する。

来『図書館史購幅  (第二号,昭和60諄夏運行予定)の原議を募集します。

i゛ 欧米の図書鐘史な闘
｀
する論文

B.400字づめ原稿罵餞 :横書き)縛 被から4寺枚

C.難畠理眼 罐摯6傘年 3月 末薔

D.送付先

図書鐘犠轟大学内  寺国光孝

ふるって力作をお寄せ下さい



*第 9霧運営委員会轟青

第 9回運営委員会は,10月 7日 (日 )午後 5時から,虚山葉館 (東京 神圏)にて

開催。来年度め図書戴史セミナー,『 図書館史研究』(第二号)の編集方針,さ ら

に今年度のセミナーの総難などを中心に検討した。なお,30年度セミナーに‐
'い

て

は,槻催地を東京暑こ決定 した。出意 tま ,天満隆之輔,岩被議生,阪園蓉子,小 ,11徹 ,

中林隆現,常盤繁,河井弘志,工藤一郎,石井敦,寺国光孝: j!鶴良孝。

次国の運営委員会は,12月 2日 (選 )東京にて開催する.

*事務局より

新入会員  ―
・ _1

9月 におこなわれたセミナーのテープを御希望の方をま,事務局まで御連絡下さい。

(文責  ∫:1鏑良孝)


